
沖
縄
諸
島
に
お
け
る
農
耕
の
起
源

沖
縄
本
島
を
中
心
に

高

宮

広

土

沖縄諸島における農耕の起源

は
じ
め

に

日
本
列
島
に
お
け
る
農
耕

の
起
源
を
論
ず
る
際
、

一
般
的
に
は
縄
文
か
ら
弥

生

へ
の
変
遷
が
テ
ー
マ
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
弥
生
時
代
に
九
州
北
西
部
で
始

ま

っ
た
水
稲
農
耕
は
、
数
世
紀
後
に
は
日
本
列
島
最
北
端

・
最
南
端
に
位
置
す

る
北
海
道

・
沖
縄
を
除
く
地
域

へ
急
速
に
拡
ま

っ
た
。
北
海
道

・
沖
縄
に
お
い

て
は
、
環
境
的
に
水
稲
農
耕
は
不
適

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
北
海
道
で
は
そ
の
後
も
長
い
間
狩
猟
採
集
民
族
が
活
躍
し
、
沖
縄
に
お
い

て
は
、
本
土
の
弥
生
人
が
農
耕
を
開
始
し
て

一
千
年
以
上
経
過
し
て
よ
う
や
く

農
耕
が
始
ま

っ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
古
代
民
族

植
物
学
的

ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
る
と
、
北
海
道
で
は
遅
く
と
も
擦
文
時
代
に
は
農

耕
が
開
始
さ
れ
た
と
い
う
事
実
が
み
え
て
き
て
い
る

(吉
崎

一
九
九
二
b
、

一
九
九
三
、
U
.〉
ロ
脅
Φp

お
⑩b。
)。

こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
内
地
の
縄
文

・

弥
生
農
耕
起
源
と
は
系
譜
を
異
に
す
る
タ
イ
プ
の
農
耕

(あ
る
い
は
植
物
馴
化

の
ス
テ
ー
ジ
)
が
縄
文
時
代
に
ま
で
遡
る
可
能
性
も
あ
る

(O
鐔
零
ho
a

一
㊤。。

。。
)
。
北
海
道
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
内
地

の
縄
文

・
弥
生
農
耕
起
源
論

の

フ
レ
ー
ム
に
属
さ
な
い
農
耕
起
源
論
が
必
要
と
な
り

つ
つ
あ
る
。

日
本
列
島
最
南
端
の
県
、
沖
縄
に
お
け
る
農
耕

の
起
源
に

つ
い
て
も
本
土
の

縄
文

・
弥
生
農
耕
起
源
論
の
フ
レ
ー
ム
を
単
純
に
適
用
で
き
な
い
。
考
古
学
的

に
農
耕

の
存
在
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
時
代
は
、
本
土
の
弥
生
期
よ
り
ず

っ
と
新

し
く
グ

ス
ク
時
代
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
遺
跡
か
ら
は
、

コ
メ
や
麦
類

の
栽
培

あ

さ
と

植
物
遺
体
や
牛

や
馬
等

の
家
畜
動
物

の
獣
骨
が
報
告

さ
れ
て
い
る

(安
里

た
け
も
と

一
九
八
五
、

嵩
元

・
安
里

一
九
九
三
)。
ま
た
、

こ
の
時
代

の
栽
培
植
物
遺

体
と
し
て
、
多
く
の
遺
跡
で
イ
ネ
が
リ
ス
ト
さ
れ
て
い
る
が
、
主
体
は
実
は
ム

ギ
類
や
ア
ワ
等
の
雑
穀
類
で
あ
り
、
イ
ネ
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る

(高
宮
広

土

印
刷
中

a
)
・
仮
に
グ
ス
ク
時
代
が
農
耕
開
始
期
で
あ

っ
た
と
す
る
と
・
本

即
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土

の
縄
文

・
弥
生
農
耕
論
は
時
間
的

に
も
農
耕

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
内
容
的
に

も
成
立
し
な
い
。

果
た
し
て
、
農
耕
は
グ

ス
ク
時
代

に
突
然
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
沖

縄
考
古
学
会
に
お
い
て
も
農
耕
の
起
源
に
関
す
る
関
心
は
高
く
、
多
く
の
考
古

学
関
係
者
は
グ

ス
ク
時
代
以
前
の
農
耕

の
存
在
を
推
論
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

い
く

つ
か
の
仮
説
が
提
案
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
仮
説
を
検
討
す
る
た
め
の
発
掘
調

査
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
、
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
仮
説
を
簡
単
に
紹
介

す
る
。
次

に
、
グ
ス
ク
時
代
以
前
の
農
耕
の
存
在
を
示
唆
す
る
考
古
学
的
資
料

を
提
示
す
る
。
現
段
階
に
お
い
て
沖
縄
最
古
の
農
耕
の
存
在
を
確
実
に
示
す
資

な
　
ざ
き
ば
る

料
が
那
覇
市
の
那
崎
原
遺
跡
に
お
け
る
発
掘
調
査
で
得
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ

の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
炭
化
種
子
に

つ
い
て
や
や
詳
し
く
説
明
す
る
。
最
後
に
、

沖
縄
本
島
に
お
け
る
農
耕

の
開
始
期

お
よ
び
農
耕

へ
移
行
し
た
要
因
に
つ
い
て

論
ず
る
。
特
に
第
三
点
目

に
関
し
て
は
伝
播
主
義
的
な
思
想
が
基
と
な
り
沖
縄

に
お
け
る
農
耕
起
源
論
が
展
開
さ
れ

て
い
る
が
、

こ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
余
り

に
も
消
極
的

で
あ
り
沖
縄
の
集
団
の
主
体
性
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
農
耕
を

持

っ
た
文
化
と
接
触
し
た
場
合
、
狩
猟
採
集
民
族
は
伝
統
的
な
生
業
戦
略
を
簡

単

に
あ
き
ら
め
、
積
極
的
に
新
生
業
戦
略

へ
と
適
応
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

人
類
学
的
研
究
か
ら
筆
者
は
伝
播
説

に
は
強
く
は
賛
成
で
き
な
い
。
そ
の
代
わ

り
と
し
て
、
ス
ト
レ
ス
説
ー
弥
生
時
代
相
当
期
に
お
け
る
食
糧
難
1
を
提
案
し

た
屹
・

二

沖
縄

に
お
け
る
農
耕

の
起

源

-出
巻

○
爵
①
ω
①
の

近
代
考
古
学
の
沖
縄
へ
の
導
入
お
よ
び
開
発
に
よ
る
大
規
模
な
発
掘
が
実
施

き

ん

と
う

ま

さ
れ
て
い
る
た
め

(金
武

一
九
八
三
、
金
武

・
當
眞

一
九
八
六
)
、
沖
縄

で

は
考
古
学
的
に
貴
重
な
発
見
が
相
次
ぎ
、
沖
縄
の
先
史
時
代

・
文
化

に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
が
毎
日
の
よ
う
に
新
聞
等
を
賑
わ
せ
て
い
る
。

こ
こ
二
十
年
程
に
蓄

積
さ
れ
た
膨
大
な
考
古
資
料
の
中
に
は
、
グ

ス
ク
時
代
以
前

の
農
耕

の
存
在
の

可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
も
あ
り
、
「グ
ス
ク
時
代
以
前

の
農
耕
」

に

つ
い
て

い
く

つ
か
の
仮
説
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
説
は
、
「
縄
文
晩
期
農
耕

論
」
、
「弥
生
農
耕
論
」、
お
よ
び

「縄
文
後
期
農
耕
論
」

の
三
説
に
大
別

で
き

魏
・

㈲

縄
文
晩
期
農
耕
論

沖
縄
に
お
い
て
具
体
的
な
形
で
提
案
さ
れ
た
最
初
の
農
耕
論
は

「
縄
文
晩
期

に
っ

た

農
耕
論
」
で
あ
る

(新
田

一
九
六
九
、

一
九
八
二
)。

こ
の
説
は
、
こ
の
時
代

に
お
け
る
遺
跡
立
地
お
よ
び
遺
物
の
特
徴
を
説
明
す
る
た
め
に
提
唱
さ
れ
た
。

沖
縄
本
島
の
中

・
南
部
地
域
に
お
い
て
、
縄
文
後
期
か
ら
弥
生
相
当
期
に
お
け

る
遺
跡
立
地
は
以
下
の
よ
う
に
変
遷
し
た

(高
宮
廣
衞

一
九
六

一
a
、

一
九

六

一
b
、

金
武

・
當
眞

一
九
八
六
)。
す
な
わ
ち
、
縄
文
後
期
に
は
内
陸

の

崖
下
、
晩
期
に
な
る
と
丘
陵
地
帯
あ
る
い
は
台
地
上
の
開
け
た
場
所
、
そ
し
て

弥
生
期
に
は
、
海
岸
砂
丘
上
に
そ
れ
ぞ
れ
遺
跡
が
形
成
さ
れ
た
。
縄
文
晩
期
に
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は
遺
跡
立
地
が
農
耕
を
想
定
で
き
る
点
に
加
え
、
出
土
す
る
遺
物
が
石
皿
等
の

植
物
食
加
工
に
利
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
遺
物
が
急
増
す
る

(
木
下

一
九
八

六
)
。
反
し
て
、
脊
椎
動
物
お
よ
び
軟
体
動
物
の
動
物
遺
体

の
出
土
量
が
縄
文

後
期
お
よ
び
弥
生
相
当
期
と
比
較
す
る
と
激
減
す
る
傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
ら
の

状
況
を
考
慮
し
、

こ
の
時
代
の
考
古
学
的
現
象
を
説
明
す
る
た
め
の

一
仮
説
と

し
て
、
新
田

(
一
九
六
九
、

一
九
八
二
)
は
縄
文
晩
期
農
耕
説
を
提
案
し
た
。

た
わ
だ
しを
ゆん

こ
の
晩
期
農
耕
説
に

つ
い
て
は
、
新
田
以
前
に
前
史
と
し
て
多
和
田
真
淳

(
一

九
六
〇
)
ほ
か
数
名

の
想
定
が
あ
る
が

(高
宮
廣
衞

私
信
に
よ
る

一
九
九
五
)、

こ
こ
で
は
省
略
さ
せ
て
頂
く
。

㈲

弥
生
農
耕
論

近
年
沖
縄
考
古
学
に
お
い
て
、
も

っ
と
も
注
目
さ
れ
、
可
能
性
と
し
て

「
あ

り
得
る
」
と
期
待
さ
れ
て
い
る
説
が
弥
生
農
耕
論

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

「は
じ
め
に
」
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
水
稲
農
耕
を
持

っ
た
弥
生
人

・
弥
生
文

化
と

コ
ン
タ
ク
ト
が
あ

っ
た
地
域
で
は
農
耕
が

「
ス
ム
ー
ス
」
に
受
け
入
れ
ら

れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
最
近
の
研
究
に
よ
る
と
沖
縄
本
島
に
お
い
て
も
九
州

弥
生
人
と
の
交
流
が
盛
ん
で
あ

っ
た

こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
考
古
学
的
に
最

も
顕
著
に
示
さ
れ
て
い
る
現
象
が
、

い
わ
ゆ
る

「
貝
の
道
」
に
代
表
さ
れ
る
九

州
の
弥
生
社
会
と
の
交
流
で
あ
る

(嵩
元

・
安
里

一
九
九
三
、
木
下

一
九
九

二
)
。
こ
れ
ら
の
貝
は
中
琉
球
以
南

の
み
に
棲
息
し
、
九
州
弥
生
人

(特

に
上

流
階
級
の
人
々
)
は
、

こ
の
貝
を
渇
望
し
ス
テ
イ
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
利

用
し
た
。
沖
縄
側
で
は
、
九
州
の
弥
生
人

の
需
要
に
応
え
る
た
め
、
こ
れ
ら
の

貝
を
前
も

っ
て
用
意
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
貝
を
供
給
す
る
た
あ

に
集
積
し
た
と
考
え
ら
れ
る
貯
蔵
遺
構
が
い
く

つ
か
の
遺
跡
か
ら
報
告
さ
れ
て

こ

や

い
る

(嵩
元

・
安
里

一
九
九
三
、
木
下

一
九
九
二
、
呉
屋

一
九
九
五
)。

九
州
弥
生
人
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
示
す
沖
縄
側
の
例
と
し
て
、
山
ノ
ロ
式
弥

生
土
器
が
現
在
三
〇
箇
所
以
上

の
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る

(金
武

・
當
眞

一
九
八
六
)。
ま
た
、
宇
堅
貝
塚
で
は
、
鉄
器
、
お
よ
び
銅
鏡
等

の
九
州

の
弥

お
お
し
ろ
つ
よ
し

生
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
い
る

(大
城

剛

私
信

に
よ
る

一
九
九
三
)。
弥
生
相

ま

え

ざ
と

当
期
前
期
に
相
当
す
る
真
栄
里
貝
塚
か
ら
は
、
板
付

H
式
土
器
お
よ
び
蛤
刃
石

斧
等

の
本
土

の
弥
生
農
耕
に
特
徴
的
な
石
器

が
出
土

し

て
い
る

(
小
田

一
九
八
四
)
。
小
田
に
よ
る
と
、

こ
の
セ

ッ
ト
は
農
耕
を
示
唆
す
る
と

い
う

と

ぐ
ち

も

め
ん
ば
る

(小
田

一
九
八
四
)
。
渡
口
木
綿
原
遺
跡
で
は
、
沖
縄

の
人

々
が
九
州
の
弥
生

文
化
か
ら
上
記
の
物
質
文
化
を
受
け
入
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
精
神
面
に
お
い
て

も
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
箱
式
石
棺

墓
が
七
基
検
出
さ
れ
た
の
で
あ
る

(渡
口
木
綿
原
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書

一
九
七
八
)
。
高
宮
廣
衞

(例

一
九
八
五
、

一
九
八
六
)
は
こ
れ
ら
の
考
古

学
的
資
料

に
加
え
、
弥
生
文
化
が
奄
美
大
島
ま
で
伝
播

・
定
着
し
た
こ
と
お
よ

び
沖
縄
本
島

に
お
け
る
こ
の
時
代
の
遺
跡
が
主
に
砂
丘
地

で
あ
る
と
い
う
立
地

を
考
慮
し
、
将
来
、
沖
縄
本
島
で
弥
生
文
化
に
由
来
す
る
稲
作
農
耕
の
存
在
を

示
す
資
料
が
発
見
さ
れ
る
と
予
測
し
て
い
る
。
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㈲

縄
文
後
期
農
耕
論

縄
文
後
期
農
耕
論
に
は
、
考
古
学
的
な
資
料
を
吟
味
し
た
上
に
成
立
す
る
と

す
る
説
と
沖
縄
の
島
嶼
性
を
考
慮
し
、
生
物
地
理
学

・
生
態
学
的
資
料
を
基
に

し
た
説

の
二
説
が
あ
る
。
厳
密
に
い
え
ば
、
前
者
は
縄
文
晩
期
も
含
む
が
農
耕

の
可
能
性
を
後
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
せ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
縄
文
後
期

農
耕
論
と
し
て
紹
介
す
る
。

考
古
学
説
に
は
、
伊
藤
慎
二

(
一
九
九
三
)

に
よ
る
も

の
が
あ
る
。
伊
藤

(
一
九
九
三
)
は
、
ま
ず
、
縄
文
後
期

に
お
け
る
遺
跡
の
立
地
を
検
討
し
た
結

果
、
沖
縄
縄
文
後
期
に
お
け
る
遺
跡

の
標
高
が
本
州
と
比
較
し
て
高
地
性
で
あ

る
こ
と
に
注
目
す
る
。
す
な
わ
ち
、
本
土
で
は
多
く
の
貝
塚
が
標
高
三
〇
メ
ー

ト
ル
以
下
に
立
地
し
て
い
る
の
に
対

し
、
沖
縄
縄
文
後
期
の
貝
塚
は
そ
れ
以
上

の
高
地
に
立
地
す
る
。
次
に
、
漁
撈

具
等
の
人
工
遺
物
を
検
討
し
た
結
果
、
伊

藤

(
一
九
九
三
)
は
沖
縄
縄
文
後
期

に
お
い
て
は
漁
撈
は
低
調
で
あ
り
、
逆
に

石
皿
お
よ
び
敲
き
石
等
の
内
陸
的
生
業
に
利
用
さ
れ
た
と
解
釈
で
き
る
遺
物
が

多
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
代
の
主
食
糧
資
源
を
海
で
は
な
く
内
陸
に
も
と
め
た
。

こ
こ
で
、
伊
藤

(
一
九
九
三
)
は
内
陸
食
糧
資
源
を
堅
果
類
等
の
野
性
植
物
で

は
な
く
焼
畑
農
耕
と
仮
説
し
た
。
彼
が
こ
の
結
論
に
達
し
た
理
由
は
縄
文
後
期

遺
跡
か
ら
出
土
す
る
多
量
の
ヤ
マ
タ

ニ
シ
で
あ
る
。
高
嶺
遺
跡
出
土

の
軟
体
動

物
を
分
析
し
た
黒
住
に
よ
る
と
、
ヤ

マ
タ
ニ
シ
が
多
量
に
検
出
さ
れ
た
こ
と
は
、

遺
跡
周
辺
が
開
け
た
環
境
で
あ

っ
た
と
理
解
で
き
る
と
い
う

(伊
藤

一
九
九

　ヨ
　

三
)。
す
な
わ
ち
、
環
境

へ
の
人
為
的
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
ポ
リ
ネ
シ
ア
に

お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
現
象
が
考
古
学
的
に
確
認
さ
れ
、
こ
の
現
象
は
焼
畑

農
耕
の
存
在
の
た
め
だ
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、
伊
藤

(
一

九
九
三
)
は
縄
文
後
期
農
耕
論
を
支
持
す
る
論
文
を
発
表
し
た
。

さ
て
、
筆
者
は
縄
文
後
期
の
人
々
は
タ
ン
パ
ク
質
の
供
給
源
と
し
て
、
あ
る

程
度
海
に
依
存
し
た
と
考
え
る
。
沖
縄
本
島
の
陸
お
よ
び
こ
の
島
を
取
り
囲
む

海
の
両
環
境
を
考
慮
す
る
と
、
タ
ン
パ
ク
質
源
と
し
て
、
コ
ス
ト
ー
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
の
点
か
ら
最
も
効
率
的
で
、
か

つ
あ
る
程
度
安
定
性
が
あ
り
、
そ
の
上
危
険

性
が
少
な
い
食
資
源
が
海
産
物
、
特
に
魚
類
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

伊
波

(
一
九
八
七
)
に
よ
る
と
、
多
く
の
遺
跡
か
ら
多
量
に
出
土
す
る
ブ
ダ
イ

類
は
特
に
容
易
に
捕
れ
た
ら
し
い
。
縄
文
後
期
に
お
い
て
は
、
タ
ン
パ
ク
質
源

は
イ
ノ
シ
シ
で
は
な
く
、
ブ
ダ
イ
を
中
心
と
す
る
魚
類

で
あ

っ
た
と
考
え
る
。

問
題
は
炭
水
化
物

で
あ
る
。
属
①。。器
目
(
お
。。O
)
に
よ
る
と
、
大
型
海
獣
は
栄

養
的
に
十
分

で
あ
る
が
魚
類
を
中
心
と
す
る
と
炭
水
化
物
が
不
十
分
で
あ
る
と

い
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼

(
一㊤。。O
)
は
、
魚
類
を
中
心
と
し
た
場
合
、
炭
水
化

物
を
植
物
に
も
と
め
る
必
要
が
あ
る
と
仮
定
す
る
。

こ
の
仮
定
に
従
う
と
、
沖

縄
の
場
合
、
炭
水
化
物
を
補
給
す
る
た
め
に
イ
タ
ジ
イ
等
の
堅
果
類
が
ま
ず
考

え
ら
れ
る
。
仮
に
堅
果
類
で
補
え
な
か

っ
た
と
す
る
と
、
伊
藤

(
一
九
九
三
)

が
述
べ
た
よ
う
に
農
耕

の
存
在
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る

(高
宮
広
土

一
九

九
三
)。

ま
た
、
南
西
諸
島
以
外
の
島
々
に
お
け
る
ヒ
ト
の
適
応
過
程
を
参
考

に
す
る

と
、
後
者
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る

(高
宮
広
土

一
九
九
三
)。
す
な
わ
ち
、
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大
陸
か
ら
あ
る
程
度
離
れ
た
島

に
お

い
て
ヒ
ト
の
集
団
が
生
活
し
て
い
く
た
め

に
は
十
分
な
食
糧
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
や
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
面
積

の
広
い
島
、
あ
る
い
は
あ
る
程
度
大
型
海
獣
に
依
存
可
能
な
島
々
で
は
こ
の
条

件
を
満
た
す
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
島
で
は
、
ヒ
ト
の
集
団
は
狩
猟
採
集

を
生
業
戦
略
と
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た

(例

中
石
器
時
代
の

イ
ギ
リ
ス
、
ア
リ

ュ
ー
ト
諸
島
の
人

々
)。
し
か
し
な
が
ら
、
面
積
の
狭
い
島
、

あ
る
い
は
大
型
海
獣
を
あ
る
程
度
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
島
々

に
お
い
て
は
炭
水
化
物
が
不
足
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
よ
う
な
島
々
に
適
応

し
た
人
々
は
農
耕
を
生
業
戦
略
と
し

て
伴

っ
て
い
た
。
地
中
海
の
島
々
や
ポ
リ

ネ
シ
ア
の
島
々
が
そ
の
例

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
が

「
島
の
適
応
過
程
」

と
し
て
成
り
立

つ
と
す
る
と
、
沖
縄
は
後
者

に
属
し
、
そ
れ
故
、
否
定
資
料
が

揃

っ
て
い
な
い
現
段
階
に
お
い
て
、

こ
の
島
に
初
め
て
適
応
し
た
人
々
が
農
耕

を
持

っ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
は
捨

て
が
た
い

(高
宮
広
土

一
九
九
三
)。

さ
て
、
筆
者
の
縄
文
後
期
農
耕
論

に
二
点
付
け
加
え
て
、
こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン

を
終
了
し
た
い
。
ま
ず
、
「
こ
の
島
に
初
め
て
適
応
し
た
人
々
」
と
記
し
た
が
、

筆
者
は
、
沖
縄
本
島
に
ヒ
ト
が
適
応

し
た
時
代
を
縄
文
中
期
後
半
か
ら
縄
文
後

期
と
考
え
、
『
縄
文
後
期
』
あ
る
い
は

.臼
讐
Φ
。
q
O
ヨ
。
昌
と
称
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
『縄
文
後
期
』
農
耕
論
の
可
能
性
を
考
え
て
い
る
。
次

に
、
筆
者

は
、
『縄
文
後
期
』
の
生
業
を
農
耕
の
み
と
断
言
は
し
て
い
な
い
。

こ
の
仮
説

は
、
炭
水
化
物
を
い
か
に
し
て
補
う
か
と
い
う
点
が
要
点
で
あ
り
、
仮
に
魚
類

プ
ラ
ス
堅
果
類

(あ
る
い
は
根
茎
類
?
)
で
栄
養
条
件
を
満
た
す
の
で
あ
れ
ば
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
が

『縄
文
後
期
』
の
生
業

で
あ

っ
た
と
考
え
る
。
堅
果
類
あ
る

い
は
他

の
野
生
植
物

(根
茎
類
?
)
か
ら
摂
取
可
能
な
炭
水
化
物
が
十
分
で
な

か

っ
た
場
合
に
魚
類
プ
ラ
ス
農
耕
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

三

沖
縄

に
お
け

る
農
耕

の
起
源
-国
く
一α
①
コ
o
①

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
多
く
の
研
究
者
は
グ
ス
ク
以
前
の
農
耕
を
考
慮
し

て
お
り
、
こ
の
約
二
〇
年
ほ
ど
、
積
極
的
に
そ
の
存
在
を
証
明
し
よ
う
と
試
み

に
が
ま
し
ば
る

た
調
査
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
縄
文
晩
期
の
苦
増
原
遺
跡

(苦
増
原

あ

つ

た

遺
跡

一
九
七
七
)
や
弥
生

・
平
安
並
行
期
後
半
の
熱
田
貝
塚

(金
武
正
紀

私

信
に
よ
る

一
九
九
五
)
等
で
あ
る
。
前
者
は
、
縄
文
晩
期
農
耕
論

の
実
証
を

課
題
と
し
た
が
、
農
耕
を
支
持
す
る
資
料
は
得
ら
れ
な
か

っ
た
。
後
者
で
は
、

栽
培
植
物
を
検
出
す
る
た
め
に
多
量
の
土
壌
が
水
洗
さ
れ
た
が
、
目
的
と
す
る

も
の
は
回
収
さ
れ
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
熱
田
貝
塚

で
は
籾
痕
を
示
す
土
器
片

が
出
土
し
た

(金
武
正
紀

私
信
に
よ
る

一
九
九
五
)
。
久
米
島
大
原
第
二
貝

塚
か
ら
も
搬
入
弥
生
土
器
に
籾
圧
痕
を
示
す
土
器
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
発

掘
担
当
者
は
交
易
の
結
果
と
解
釈
し
て
い
る

(盛
本

・
比
嘉

一
九
九
四
)
。
盛

本

.
比
嘉

(
一
九
九
四
)
は
、
大
原
第
二
貝
塚
お
よ
び
沖
縄
諸
島
出
土

の
貝
庖

丁
様
製
品
を
検
討
し
た
結
果
、
こ
の
遺
物
が
農
耕
具
の

一
種
と
し
て
機
能
し
た

の
で
は
な
い
か
と
推
論
し
た
。
盛
本

・
比
嘉

(
一
九
九
四
)
の
解
釈
が
適
切

で

あ
れ
ば
、
沖
縄
に
お
け
る
農
耕
は
縄
文
晩
期

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
あ

る
。
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宜
野
座
村
教
育
委
員
会
は
、
縄
文

晩
期
天
水
田
を
思
わ
せ
る
遺
構
が
発
見
さ

ち

な

れ
た
と
報
告
し
て
い
る

(知
名

私
信

に
よ
る

一
九
九
六
、
前
原
第
二
遺
跡
l

E
地
点
発
掘
調
査
報
告
書

一
九
九
三
)
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
発
見

に
よ

り
、
沖
縄
縄
文
晩
期
に
お
け
る
農
耕

の
存
在
が
定
説
と
は
な

っ
て
い
な
い
。
現

い

さ

め
　
ば
る

在
宜
野
湾
市
教
育
委
員
会
が
発
掘
を
行

っ
て
い
る
伊
佐
前
原
遺
跡
か
ら
二
千
五

百
年
前
の
イ
ネ
の
プ
ラ
ン
ト
オ
パ
ー
ル
が
検
出
さ
れ
た
と
報
道
さ
れ
た

(朝
日

新
聞

一
九
九
五
年

一
〇
月

一
五
日
)
。
年
代
が
正
確
で
あ
れ
ば
、
縄
文
晩
期
農

耕
論
を
支
持
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
佐
藤
洋

一
郎

(
一
九
九
二
)
の
説
く

『稲

の
き
た
道
』
の
存
在
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
呉
屋

(私
信
に
よ
る

一
九
九
五
)

に
よ
る
と
、
イ
ネ
の
プ

ラ
ン
ト
オ
パ
ー
ル
自
体
は
も

っ
と
新
し

う
え

は
ら
ぬ
　
り
ば
る

い
ら
し
い
。
同
教
育
委
員
会
は
、
縄
文
晩
期

に
属
す
る
上

原

濡

原
遺
跡
か
ら

複
数
の
畝
間
状
溝
列
、
二
基

の
土
坑
、
二
条

の
溝
、
お
よ
び
二
面
の
焼
土
面
遺

構
が
検
出
さ
れ
た
と
報
告
し
た
。
発
掘
担
当
者
は
こ
れ
ら
の
遺
構
を
生
産
遺
跡

(農
耕
跡
)
と
把
握
し
た
。
当
該
遺
跡
が
、
事
実
、
畑
跡
で
あ
れ
ば
、
新
聞
で

も
報
道
さ
れ
た
よ
う
に

(q
碧
璧

目
目
Φ。。
U
Φ。
』
野

一
⑩
㊤
ω
)
、

日
本
最
古

の

畑
跡
と
な
る

(呉
屋

一
九
九
五
)。

し
か
し
な
が
ら
、
.上
原
濡
原
遺
跡
の
資
料

に
関
し
て
も
、
万
人

の
賛
同
を
受
け

て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
グ

ス
ク
時
代

以
前

の
遺
跡
か
ら
農
耕
を
示
唆
す
る
遺
物

・
遺
構
は
検
出
さ
れ
て
は
い
る
も
の

の
、
そ
の
存
在
を
積
極
的
に
支
持
す

る
資
料
は
い
ま
だ
に
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。

現
時
点

に
お
い
て
、
沖
縄
最
古
の
農
耕
を
示
す
遺
跡
は
那
覇
市
に
所
在
す
る
那

崎
原
遺
跡
で
あ
る

(高
宮
広
土

印
刷
中
b
)。

那
崎
原
遺
跡
は
、
標
高
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
上
に
形
成
さ
れ
た
遺
跡
で

あ
る
。
出
土
人
工
遺
物
は
少
量
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
大
半
が
土
器
で
あ
っ

た
。
そ
の
底
部
は
く
び
れ
を
呈
し
、
時
期
的
に
は
弥
生

・
平
安
並
行
期
の
後
半

で
あ
る
。
発
掘
担
当
者
の
島

(私
信
に
よ
る

一
九
九
五
)

に
よ
る
と
、

八
世

紀
～

一
〇
世
紀
が
妥
当

で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

那
崎
原
遺
跡
発
掘
調
査

の
目
的

の
ひ
と

つ
は
植
物
遺
体
を
検
出
し
、
こ
の
時

代
に
お
け
る
食
性
、
特

に
植
物
食
利
用
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
た

め
、
こ
こ
で
は
、
フ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
採
用
し
た
。

フ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
法
と
は
、
あ
る
程
度
乾
燥
し
た
土
壌

サ
ン
プ
ル
を
水
に
浸
し
、
炭
化
植
物
種

子
を
分
離
し
回
収
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
今
日
知
ら
れ
て
い
る
方
法

の
中

で
は
、

フ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
法
は
炭
化
植
物
種
子
検
出
に
最
も
適
し
た
方
法
で

あ
る

(詳
し
く
は
、
吉
崎

一
九
九
二
b
、
椿
坂

一
九
九
二
、
高
宮
広
土

一

九
九
四
参
照
の
こ
と
)。

沖
縄
に
お
い
て
は
最
新
の
方
法
を
取
り
入
れ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遺
跡

自
体
は
炭
化
植
物
種
子
の
検
出
に
は
あ
ま
り
適
し
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ

た
。
そ
れ
は
炭
化
植
物
種
子
を
検
出
で
き
そ
う
な
遺
構
が
皆
無
で
あ

っ
た
か
ら

で
あ
る
。
遺
跡
に
お
け
る
炭
化
植
物
種
子
の
分
布
状
況
は
、
過
去
、
遺
跡
の
空

間
で
生
活
し
た
人
々
の
行
動
の
結
果
で
あ
り
、

ラ
ン
ダ
ム
に
分
布
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
植
物
種
子
は
、
偶
然
に
よ

っ
て
保
存
さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
偶

然
も
過
去
の
人
々
の
生
活
の
リ
ズ
ム
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
炭

化
植
物
種
子
検
出
を
目
的
と
し
た
場
合
、
過
去
の
人
々
が
調
理
を
し
た
炉
跡
、
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食
事
を
し
た
住
居
址
等
の
空
間
、
あ

る
い
は
滓
を
投
棄
し
た
空
間
か
ら
サ
ン
プ

リ
ン
グ
を
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
が
、
那
崎
原
遺
跡
で
は
こ
の
よ
う
な
遺

構
は
全
く
検
出
さ
れ
な
か

っ
た
。

炭
化
種
子
検
出
の
可
能
性
が
あ

っ
た
遺
構
は
五
基
の
焼
土
群
の
み
で
、
発
掘

調
査
面

の
た
～

つ
1
九
五
～
九
六
グ

リ
ッ
ド
か
ら
集
中
し
て
検
出
さ
れ
た
。

こ

の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
全
焼
土
遺
構
お
よ
び
焼
土
遺
構
の
周
辺
の
土
壌
を
サ
ン

プ
ル
と
し
て
採
取
す
る
こ
と
と
し
た
。
合
計

一
六
八
七
リ

ッ
ト
ル
の
土
壌
を

フ

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
処
理
し
た
。
人
工
遺
物
、
動
物
遺
体
、
そ
し
て
遺
構
と
同
様

に
、
回
収
さ
れ
た
浮
遊
物
は
極
端

に
少
量
で
あ
り
、
こ
の
点

に
お
い
て
も
炭
化

植
物
遺
体
回
収
に
は
期
待
が
持

て
な
か

っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
遺
跡
の
フ
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ン
プ
ル
か
ら
は
、
予
想
外

の
貴
重
な
資
料
が
得
ら
れ
た
。

ま
ず
、
沖
縄
最
古
と
な
る
栽
培
植
物

の
種
子
が
検
出

・
同
定
さ
れ
た
。
イ
ネ

9
聴

恥

髭
隣
爵

い

(二
粒
)
、

コ
ム
ギ

§

.隣
§
崑

鋤
題
隣
旦
錯§

(完
形

一

粒
、
二
破
片
)、

オ
オ
ム
ギ
魯

貳
ご
臼

蹇
蒔
ミ

(三
破
片
)
、
お
よ
び

ア
ワ

浴
貯
置
鋤
㌧慰
臣
鍵

(穎
二
片
)
で
あ
る
。
ア
ワ
に
関
し
て
は
、
穎
果
自
体
が
検

出
さ
れ
ず
、
大
変
に
も
ろ
い
と
思
え
る
穎
の
み
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
は
驚
嘆
に

値
す
る
。
穎
の
サ
イ
ズ
は
約

一
、
五
×

一
、
一
㎜
で
、

ア
ワ
の
範
囲
に
属
し
、
走

査
型
電
子
顕
微
鏡
下
で
は
、
ア
ワ
の
特
徴
で
あ
る
乳
頭
状
突
起
が
観
察
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
四
種
栽
培
植
物
種
子
に
加
え
、

マ
メ
科
の
種
子
も
検
出
さ
れ
た
が
、

現
段
階
に
お
い
て
栽
培
植
物
か
野
生

の
マ
メ
科
種
子
な
の
か
は
判
断
で
き
な
い
。

イ
ネ
、

コ
ム
ギ
、
お
よ
び
オ
オ
ム
ギ
は
多
く
の
グ
ス
ク
遺
跡
か
ら
検
出
さ
れ

て
い
る
が
、
那
崎
原
遺
跡
発
掘
調
査
以
前
に
お
い
て
は

一
二
世
紀
よ
り
古
い
時

代
か
ら
は
得
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。
ま
た
、
ア
ワ
は
、
お
そ
ら
く
沖
縄
先
史
時

代
に
お
い
て
初
め
て
の
検
出
例
で
あ
ろ
う
。
糸
数
城
出
土
の
ア
ワ
が
沖
縄
県
に

お
け
る
初
発
見
の
ア
ワ
と
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
写
真
を
み
る
と

キ
ビ
の
よ
う
で
あ
る

(糸
数
城
発
掘
調
査
報
告
書

一
九
九

一
)。

一
五
世
紀

に

は
西
は
与
那
国
島
か
ら
北
は
沖
縄
本
島
に
お
い
て
、
イ
ネ
、
ア
ワ
、
キ
ビ
、
お

よ
び
ム
ギ
類
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
と

『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る

が
、
那
崎
原
遺
跡
か
ら
は
キ
ビ
を
除
く
す
べ
て
の
穀
物
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。
お
そ
ら
く
、
那
崎
原
遺
跡
の
時
代
に
は
キ
ビ
も
知
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
。次

に
問
題
と
な
る
も
の
が
、
こ
れ
ら
の
栽
培
植
物
が
那
崎
原
遺
跡
で
生
活
し

た
人
々
に
よ

っ
て
栽
培
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
他
地
域
と
の
交
易
に

よ

っ
て
入
手
さ
れ
た
も
の
な
の
か
で
あ
る
。
八
～

一
〇
世
紀

に
は
、
沖
縄
を
囲

む
い
ず
れ
の
国
あ
る
い
は
地
域
と
交
易
関
係
が
あ

っ
た
に
せ
よ
そ
の
地
域
は
農

耕
社
会
で
あ

っ
た
。
今
回
、
那
崎
原
遺
跡
出
土
の
栽
培
植
物
は
出
土
数
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
交
易
に
よ

っ
て
入
手
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
那
崎

原
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
植
物
遺
体
が
上
記
の
栽
培
植
物
の
み
で
あ
れ
ば
、
交
易

説
の
可
能
性
が
高
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
土
ハ伴
し
た
植
物
遺
体

は
農
耕
説
を
強
く
支
持
す
る
。

出
土

・
同
定
さ
れ
た
野
生
種
子

は
、

以
下

の
通

り

で
あ
る
。

イ
ネ
科

鶤

慧

藁

羅

子
四
三
種

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科

。
螽

』
襲

暴

齠
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子

三
八

粒
、

タ

デ

属

㌔
o
蒔

o
ミ

§

い

種

子

九
粒

、

カ

タ

バ

ミ
属

9

琵
疑
紆

亀
題

種

子

九

粒

、

キ

ク
科

種

子

9

鳶
b
o
旺
欝

Φ

二
九

粒

、

ト

ウ
ダ

イ
グ

サ
科

コ
ミ

カ

ン

ソ

ウ

肉
§

》
o
㌧
赱
恥

b
曾
ミ

聖

き

題

種

子

二

二
粒

、

ト

ウ

　る
　

ダ
イ
グ
サ
科

(つ)
肉
竃喜

o丶
建
恥
(ゆ
)
種
子
七
三
粒
、

ナ
ス
科
恥
o貯
憙
8
題

種
子
四
三
粒

で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
開
け
た
土

地
に
棲
息
す
る
植
物
で
あ
る
。
特
に
、
カ
タ
バ
ミ
属
の
種
子
は
カ
タ
バ
ミ
と
考

え
ら
れ
る
が
、
笠
原

(
一
九
七
九
)

に
よ
る
と
同
種
お
よ
び

コ
ミ
カ
ン
ソ
ウ
は

畑
雑
草

で
あ
る
。
ま
た
、
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
と
同
定
さ
れ
た
種
子
に
は
、
ホ
タ

ル
イ
に
似
た
も
の
が
あ
る
。
も
し
、

ホ
タ
ル
イ
で
あ
れ
ば
、
水
田
が
存
在
し
た

可
能
性
も
あ
る

(笠
原

一
九
七
九
、
吉
崎

一
九
九
二
a
)
。
す
な
わ
ち
、

那

崎
原
遺
跡
か
ら
検
出
さ
れ
た
野
生
植
物
の
種
子
は
、
同
遺
跡
の
環
境
が
開
け
た

環
境
で
あ
り
、
畑
あ
る
い
は
水
田
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

最
後
に
、
沖
縄
先
史
時
代
に
お
い
て
、
野
生
植
物
食
と
し
て
堅
果
類
が
挙
げ

ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
が
、
今
回
の
フ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ン
プ
ル
に

は
堅
果
類
は
破
片
す
ら
入

っ
て
な

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
那
崎
原
遺
跡
で
生
活

を
し
た
人
々
は
、
堅
果
類
等
の
野
性
植
物
に
依
存
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
栽

培
植
物
を
主
に
摂
取
し
て
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
遺
跡
で
は
農

　　
　

耕
が
営
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

四

考

察

那
崎
原
遺
跡
出
土

の
植
物
遺
体
分
析
は
、

こ
の
遺
跡

で
は
農
耕
が
営
ま
れ
て

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
那
崎
原
遺
跡

の
時
期

に
は
お
そ
ら
く
沖
縄
本

島

(お
よ
び
中
琉
球
地
域
)

で
は
農
耕
が
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
前
述
の

よ
う
に
、
那
崎
原
遺
跡
は
今
回
の
目
的
を
検
討
す
る
に
は
あ
ま
り
期
待
の
持

て

る
遺
跡
で
は
な
か

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
今
後
、
遺
構
等
の
保
存
状
態
の
良
好

な
同
時
期
の
遺
跡
で
フ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
栽
培
植
物
を
検

出
す
る
こ
と
が
か
な
り
期
待
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
に
よ
り

「グ
ス
ク
時
代
イ
コ
ー
ル
農
耕
の
開
始
期

(
一
二
世
紀
)」

よ
り
古
い
時
代

(八
～

一
〇
世
紀
)
に
農
耕
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ

た
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
時
代
の
農
耕
が
グ
ス
ク
時
代
に
つ
な
が
る
の
で
あ
ろ
う

(例

高
宮
廣
衞

一
九
九
五
)。
仮
に
、
グ
ス
ク
時
代
の
農
耕

の
祖
型
を
那
崎

原
遺
跡
タ
イ
プ
と
仮
称
す
る
と
、
こ
の
タ
イ
プ
の
農
耕
起
源
に
関
し
て
更
に
二

つ
の
可
能
性
が
あ
る
。

一
つ
は
、
伊
藤

(
一
九
九
三
)
、
高
宮
広
土

(
一
九
九

三
)
、
盛
本

・
比
嘉

(
一
九
九
四
)、
呉
屋

(
一
九
九
五
)
、
知
名

(私
信
に
よ

る

一
九
九
六
)
お
よ
び
新
田

(
一
九
六
九
、

一
九
八
二
)

等
の
意
見
を
考
慮

し
、
縄
文
後
期
あ
る
い
は
晩
期
以
来
の
農
耕
が
那
崎
原
遺
跡
タ
イ
プ
に
つ
な
が

る
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
今

一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
縄
文
農
耕

(
こ
の
存
否
に
関

し
て
は
今
後
の
課
題

で
あ
る
が
)
と
那
崎
原
遺
跡
の
農
耕
と
は
異
な
る
系
譜

で

あ
る
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
前
者

の
可
能
性
も
あ
り
得
る
が
、
現
時
点
に
お
い
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て
沖
縄
最
古
の
確
実
な
農
耕
は
那
崎
原
遺
跡
の
時
代
で
あ
る
の
で
、
本
論
で
は

後
者
を
考
慮
し
て
論
じ
た
い
。

こ
の
仮
説
に
基
づ
く
と
、
那
崎
原
遺
跡
タ
イ
プ
の
農
耕
は
弥
生
相
当
期

(特

に
中
期
以
降
)
に
起
源
が
求
め
ら
れ
、
那
崎
原
遺
跡
の
時
期
ま
で
に
二
段
階
を

経
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
弥
生
相
当
期
か
ら
六
世
紀
頃
ま
で
の
実
験

の
段
階
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
六
～
八
世
紀
間
の
農
耕
の
完
成

・
普
遍
化
の
段
階

で
あ
る
。
後
者
に
関
し
て
は
、
単
に
立
地
条
件
か
ら
推
論
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
遅
く
と
も
七
～
八
世
紀
頃
に
は
遺
跡
立
地
は
砂
丘
地
か
ら
内
陸
お
よ
び
丘

陵
地

へ
移
行
す
る
。
す
な
わ
ち
、
弥
生

・
平
安
並
行
期
前
半
の
遺
跡
は
砂
丘
上

に
立
地
す
る
が
、
こ
の
頃
に
な
る
と

そ
の
地
を
離
れ
内
陸
お
よ
び
丘
陵
地

へ
と

ふ
き
だ
し
ば
る

移

行

す

る

(嵩

元

一
九

七

二
、

吹

出

原
遺

跡

発

掘

調
査

報

告
書

一
九
九

〇
)
。

先

史

時

代

に

お

い

て
、

遺

跡

立

地

は

し

ば

し

ば

主

食

糧

資

源

の

ロ
ケ

ー

シ

ョ
ン

あ

る

い

は

生

業

に

よ

っ
て

決

定

さ

れ

る

場

合

が

少

な

く

な

い

が

(q
o
。
三
ヨ

一
箋

①
、

bU
Φ
廿
け
ぎ
σq
霞

一
⑩
。。
O
、

国
9
二
Φ
一
⑩
c。
O
)
、

沖

縄

の
弥

生

・
平
安

並

行

期

に

お

け

る
遺

跡

立

地

の
変

遷

は
、

生

業

の
変

遷

に
よ

る

も

の
と

理
解

で
き

な

い

で

あ

ろ
う

か

。

そ
し

て

そ

の
変

遷

が
、

狩

猟

採

集

か

ら
農

耕

へ

の
変

遷

で
あ

っ
た

の

で

は
な

い
だ

ろ

う
か

。

ま

た
、

木

下

(
一
九

九

二
)

に

よ

る
と

、

「
貝

の
道
」

は

六

世

紀

後

半

頃

衰

退

し

た

ら

し

い

が
、

後

述

す

る

よ

う

に
、

こ

の
衰

退

は
、

沖

縄

側

の
選

択

で
あ

っ
た
可

能

性

も

あ

る
。

つ
ま

り
、

沖

縄

の
環

境

に
適

し

た

農

耕

が

完

成

し

た

た

あ

、

こ

の
頃

に
な

る
と

本

土

と

の
交

易

が

以

前

ほ
ど

必

要

で
な

く

な

っ
た

の

で

は
な

い
だ

ろ

う
か

。

そ
れ

故

、

「
貝

の
道

」

の
衰

退

も

、

沖
縄
に
お
け
る
農
耕

へ
の
依
存
度
と
関
連
が
あ

っ
た
と
す
る
と
、
沖
縄
に
お
け

る
農
耕

の
完
成

・
普
遍
化
は
六
～
八
世
紀
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

(高
宮
広

土

印
刷
中
b
)
。

沖
縄
に
お
け
る
農
耕
の
完
成

・
普
遍
化
期
が
六
～
八
世
紀

で
あ

っ
た
と
仮
定

す
る
と
、
そ
の
開
始
期

・
導
入
期
は
弥
生
相
当
期
中
期
あ
る
い
は
そ
の
直
後
で

あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
沖
縄
に
お
い
て
農
耕
が
導
入
さ
れ
た
契
機
を

追
求
す
る
と
、
こ
の
時
期
に
そ
の
原
因
が
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

筆
者
は
農
耕
の
開
始
期
よ
り
む
し
ろ
農
耕
受
入
の
原
因
に
大
き
な
関
心
を
抱
く

の
で
あ
る
が
、
今
日
ま
で
農
耕
の
開
始
期
を
推
論
し
た
研
究
論
文
は
多

い
が
、

そ
の
原
因
を
検
討
し
た
も
の
は
多
く
は
な
い
。
前
節
で
紹
介
し
た
諸
説
は
、
遺

跡
立
地
、
遺
物
あ
る
い
は
遺
構
等
の
考
古
学
的
資
料
を
説
明
す
る
た
め
に
提
案

さ
れ
た
説
が
多
く
、
提
案
者
は
農
耕
導
入
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
明
確
に
論
じ

て
は
い
な
い
。
ま
た
、
沖
縄
に
お
け
る
農
耕

の
開
始
期
を
論
ず
る
際
、
伝
播
説

が
根
底
を
な
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

一
九
六
〇
年
以
来

の
人
類
学
的
調
査

(①
●σq
●
い
8

一⑩①。。
)
か
ら
、
筆
者
は
農
耕
社
会
と

コ
ン
タ
ク
ト
が
存
在
し
た

結
果
、
狩
猟
採
集
か
ら
農
耕

へ
移
行
し
た
と
い
う
説
は
強
く
支
持
で
き
な
い
。

以
下
、
な
ぜ
、
弥
生
相
当
期

(特
に
中
期
)
頃
に
農
耕
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
っ

た
の
か
私
見
を
述
べ
る
。

沖
縄
本
島
に
お
い
て
、
農
耕
受
け
入
れ
の
最
た
る
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る

も
の
は
人
口
と
自
然
資
源
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た

こ
と

で
は
な
い
だ
ろ
う
か

(高
宮
広
土

一
九
九
三
)。
自
然
資
源
は
無
限
で
は
な
い
。

ま
た
、
沖
縄
本
島
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に
お

い

て
人

口

は
縄

文

後

期

に
急

激

に
増

加

し
、

そ

の
後

、

弥

生

・
平

安

並

行

期

ま

で
横

ば

い
を

示

し

て

い

る

(弓
鶚

p
ヨ
ぞ
9

ぎ

箕

Φ
。。
ω
)
。

こ

の

こ
と

は

、

縄

文

後

期

に
す

で

に
人

口

が

キ

ャ
リ

ー

イ

ン
グ

・
キ

ャ
パ

シ

テ

ィ
ー
ま

で
到

達

し

、

こ

の
状

況

が
弥

生

・
平
安

並

行
期

ま

で
続

い

た

こ

と

を
意
味

す

る
。

ま
た
、

南

西

諸

島

以
外

の
島

々

の
デ

ー

タ

(
①
・啝
●
丕

村
9

お
。。
幽
)

を

参

考

に
す

る
と
、

沖

縄

本

島

に
人

が
住

み
始

め

た

た

め

に
島

の
環
境

に

あ

る
程

度

の
影

響

を

与

え

た

こ
と

が
推

察

さ

れ

る
。

例

え

ば

、

伊

藤

(
一
九

九

三
)

が
引

用

し

た
黒

住

の

デ

ー

タ

な

ど

は
古

く

か

ら

環

境

破

壊

が

あ

っ
た

こ
と

を

示

す
。

す

な

わ
ち

、

縄

文

後

期

か

ら
弥

生

・
平

安

並

行

期

(
特

に
弥

生

時

代

)

は

人

口

に
対

し

て
食

糧

が
減

少

し

た
時

代

で
あ

っ
た

と

解

釈

で
き

る

。

英

語

で

い
う

h
O
o
Ω

ω
訂
8
ω
1

食

糧

危

機

ー

の
時

代

で
あ

っ
た

。

こ

の
よ

う

な

状

況

で
生

活

す

る

場

合

、

い
く

つ
か

の
食

糧

危
機

解
決

方

法

が

あ

る

(出
巴
ω
け
①
巴

9
巳

Q

の
冨

p

一
⑩
。。
⑩
、

高

宮

広

土

、

勺
o
<
房

戸
導

侮

出
讐

○
○
昆

一
⑩
⑩
ω
)
。

一
つ
は

外

部

に
解

決

策

を

見

い

だ

す

場

合

、

つ
ま

り

、

交

易

で
あ

る

。

今

一
つ
は

、

内

部

で
解

決

策

を

見

つ
け

る
場

合

で
あ

り

、

多
様

性

お

よ

び

集

約

性

が

考

え

ら

れ

る
。

多

様

性

と

は
、

食

糧

と

な

り

得

る

が

、

h
O
o
臼

。。書

①
。。
ω
以

前

に

は
あ

ま

り
食

し

て

い
な

か

っ
た
、

食

糧

と

し

て

望

ま

し

く

な

い
動

・
植

物

種

を

狩

猟

・
採

集

の
対

象

と

す

る
手

段

で
あ

る
。

集

約

性

と

は

、

以

前

よ

り

、

よ
り

時

間

、

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

あ

る

い

は
危

険

を

冒

し

て
食

糧

を

得

る

手

段

で
あ

る

(煢

ぎ
け
Φ
芸

巴
創
奠

p
巳

。っ
巨

窪

お

。。
一、
国
9
二
Φ

お
。。
O
)
。

弥

生

相

当

期

、

特

に
中

期

の
考

古

学

的

デ

ー

タ

は
、

こ

の
時

代

の
人

々
が

こ
れ

ら
三
手
段
を
活
用
し
た
と
解
釈
で
き
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
土

の
弥
生
人

26

と
沖
縄
の
人
々
は

「貝
の
道
」
を
通
し
て
活
発
に
交
易
シ
ス
テ
ム
で
結
ば
れ
て

ー

い
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
本
土
の
弥
生
人
の
需
要
に
よ
る
沖
縄
側

の
消
極
的

な
参
加
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
仮
に
、
食
糧
難

で
あ
れ
ば
沖
縄

側
も
積
極
的
に
参
加
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
本
土
か
ら
の
見
返
と
し
て
、
弥
生

土
器
、
鉄
、
そ
の
他
の
弥
生
物
質
文
化
、
あ
る
い
は
イ
ネ
が
考
え
ら
れ
て
い
る

が
、

こ
こ
で
論
じ
て
い
る
説
が
正
し
い
と
す
る
と
、
見
返
は
イ
ネ
と
は
限
ら
な

い
が
食
糧

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。,
ま
た
、
食
糧

で
な
か

っ
た
と
す
る
と
、
た

だ
単
に
両
社
会

の
関
係

・
絆
を
強
め
る
た
め
に
交
易
が
行
わ
れ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

弥
生
相
当
期

の
考
古
学
的
資
料
は
多
様
性

・
集
約
性

に
つ
い
て
も
示
唆
し
て

い
る
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。

こ
こ
で
は
集
約
性

に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
た
い
。

例
え
ば
、
弥
生
相
当
期

の
動
物
食

で
あ
る
が
、
イ
ノ
シ
シ
が
多
く
出
土
し
て
い

る
遺
跡
が
少
な
く
な
い

(安
里

一
九
八
五
)
。
現
時
点
に
お
い
て
、
数
量
的
な

デ
ー
タ
が
用
意
で
き
て
い
な
い
が
、
仮
に
こ
の
時
代
に
イ
ノ
シ
シ
が
食
糧
と
し

て
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
集
約
性
と
理
解
で
き
る
。
民
族
学

的
な
デ
ー
タ
を
基
に
論
ず
る
べ
き
で
あ
る
が
、
イ
ノ
シ
シ
を
捕
る
に
は
時
間
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
そ
し
て
危
険
性
を
伴
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

イ
ノ
シ
シ
遺
体
が
現
在
棲
息
し
て
い
な
い
離
島
か
ら
も
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、

本
島
か
ら
の
持
込
や
家
畜
化
の
可
能
性
を
考
え
て
い
る
研
究
者
も
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
場
合
も
集
約
手
段
の
例
と
な
る
。
貝
類
に
関
し
て
も
、

こ
の
時
代
に
な
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る

と

、

シ

ャ

コ
ガ

イ

や

サ

ラ
サ

バ

テ
イ

ラ
等

の
大

型

貝

が
増

加

す

る

こ
と

が

関

係

者

の

一
致

し

た

意

見

で
あ

る
。

こ
れ

ら

の
貝

は
、

こ

の
時

代

以

前

に
も

採

集

さ

れ

て

い
た

が

マ
イ

ナ

ー

で
あ

っ
た

。

で

は
、

な

ぜ

弥

生

相

当

期

に
急

増

し

た

の

か
。

肉

が

必

要

で
あ

っ
た

か

ら

で
あ

ろ
う

。

こ
れ

ら

の
貝

は

肉

量

が

多

く

タ

ン
パ

ク
質

源

と

な

る

が

、

イ

ノ

シ

シ
と

同

様

に
採

集

す

る

た

め

に
は

、
時

間
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

あ

る

い
は

、

危

険

性

を

伴

う

(黒
住

私
信

に
よ
る

一
九

九

五
)
。

す

な

わ
ち

、

弥

生

相

当

期

の
考

古

学

資

料

は

、

こ

の
時

代

に

「
漁

撈

。
狩

猟

活

動

が

頂

点

に
達

す

る
」

(
安

里

一
九

八

五

、

六

八

)

の

で
は

な

く
、

こ

の
方

向

に
進

ま

な

け
れ

ば

な

ら

な

か

っ
た

と

も
解

釈

で
き

る
。

こ

の
時

代

の
諸
現
象

は
、

h
O
o
Ω

ω
肓
①
。。
。。
、

す

な

わ

ち

、

人

口

に
対

し

て
食

資

源

が

少

な

か

っ
た

時

代

で

あ

っ
た

と

理

解

し

た
方

が
説

明

し

や
す

い
。

そ

の

た
め

、

彼

ら

は
、

わ

ざ

わ

ざ

狩

猟

・
採

集

の
難

し

い
動

物

種

を

狩

猟

・
採

集

の
対

象

と

し

た

の

で
あ

る
。

さ

て
、

仮

に

こ

の
状

況

が

継

続

し

た
と

す

る
。

ヒ

ト

の
集

団

は
ど

の
よ

う

に

適

応

す

る

で
あ

ろ
う

か

。

国
p
匡
Φ

(
一
⑩
。。
O
)

に

よ

る
と

農

耕

の
受

け
入

で
あ

る
。

結

局

、

農

耕

は

も

っ
と

も

コ
ス

ト

の
か

か

る
生

業

手

段

で
あ

る

の

で
、

国
9
二
Φ

(
一
⑩
○。
O
)

は
最

終

的

な

生

業

と

し

て
農

耕

を

考

え

て

い

る
。

狩

猟

採

集

の

コ

ン

テ

ク

ス
ト

で
費

や

す

コ

ス

ト
が

農
耕

の

コ
ス

ト

に
近

づ

い
た
場

合

(
あ

る

い

は

同

等

に
な

っ
た
場

合

)
、

農
耕

を

開

始

す

る

と

い
う

の

で
あ

る
。
国
p
二
Φ
(
一
Φ
c。
O
)

の

モ

デ

ル
を

も

と

に
、

弥

生

相

当

期

(特

に
弥

生

中

期

)

～

六

世

紀

頃

の
生

業

戦

略

に

つ
い

て

の
説

を

提

案

し

た

い
。

今

日
ま

で
蓄

積

さ
れ

た
考

古

学

的

資

料

、

特

に
動

物

遺

体

か

ら

み

る
と

は

沖

縄
の
弥
生
相
当
期
は
狩
猟
採
集
経
済
に
必
要
な

コ
ス
ト
が
か
な
り
高
か

っ
た
と

解
釈
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
沖
縄
側
で
も
農
耕
を
受
け
入
れ
る
ス
テ
ー
ジ
に
近

か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
本
土
の
弥
生
と
の
交
易
関
係
に
よ
り
、
沖
縄
の
人
々

は
こ
の
生
業
戦
略
の
存
在
を
知

っ
て
は
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
し
た
よ

う
に
沖
縄
で
農
耕
が
普
遍
化
し
た
の
は
古
く
て
も
六
世
紀
頃
で
あ
ろ
う
。
で
は
、

食
糧
危
機
の
時
代
と
六
世
紀

の
間
に
何
が
起

こ
っ
て
い
た
の
か
。

こ
の
期
間
は
農
耕

へ
の
実
験
段
階

で
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
多
く
の

研
究
者
が
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
農
耕

へ
は

一
朝

一
夕

で
変
遷
で
き
な
い
。
ま

し
て
、
沖
縄
グ

ス
ク
時
代
の
農
耕
を
み
る
と
、
水
稲
稲
作

で
は
な
く
、
オ
オ
ム

ギ
、

コ
ム
ギ
、

ア
ワ
等
を
中
心
と
し
た
畑
作
で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
本
土
で
拡
ま

っ
た
水
稲
稲
作
と
は
異
な
る
農
耕
タ
イ
プ
が
グ
ス
ク
時
代

(あ
る
い
は
、
お
そ
ら
く
那
崎
原
遺
跡

の
時
代
)

に
存
在
し
た

の
で
あ
る
。

こ

の
こ
と
は
水
稲
稲
作
が
沖
縄
の
環
境
で
は
困
難
で
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
農
耕
に
伴

っ
た
雑
穀
類
は
イ
ネ
よ
り
は
沖
縄
の
環
境
に
適
し
て

い
た
。
雑
穀
類
を
中
心
と
し
た
沖
縄
の
環
境
に
合

っ
た
畑
作
が
完
成
す
る
ま
で

に
二
～
三
世
紀
を
要
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
故
、
食
糧
危
機
の
時

期
と
農
耕

の
完
成

・
普
遍
化
期
に
数
世
紀

の
ズ
レ
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
北
海
道
に
お
い
て
も
、
内
地
の
農
耕
文
化
と
の
接
触
後
、
北
海
道
独
自

の
農
耕
が
完
成
す
る
ま
で
に
数
世
紀
を
要
し
て
い
る

(吉
崎

一
九
九
二
b
)
。
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五

結

論

沖
縄
本
島
に
お
け
る
農
耕
の
起
源

に
関
し
て
多
く
の
見
解
が
あ
る
が
、
現
時

点
に
お
い
て
も

っ
と
も
信
頼
の
お
け
る
デ
ー
タ
は
八
～

一
〇
世
紀
の
遺
跡
で
あ

る
那
崎
原
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
植
物
遺
体
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
栽
培

植
物
で
あ
る
オ
オ
ム
ギ
、

コ
ム
ギ
、

ア
ワ
、
イ
ネ
お
よ
び
栽
培
植
物
の
可
能
性

の
あ
る
豆
類
が
同
定
さ
れ
た
。
加
え

て
、
同
遺
跡
か
ら
は
、
畑
や
水
田
の
存
在

を
窺
わ
せ
る
雑
草
の
種
子
も
同
定
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
植
物
遺
体
か
ら
那
崎
原

遺
跡
の
人
々
は
農
耕
を
営
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
約

一
七
〇
〇
リ
ッ

ト
ル
の
土
壌
サ
ン
プ
ル
を
フ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
処
理
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

堅
果
類
は

一
か
け
ら
も
検
出
さ
れ
な
か

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
那
崎
原
遺
跡
の

人
々
が
栽
培
植
物

に
依
存
し
て
い
た
と
理
解
で
き
る
。
那
崎
原
遺
跡
は
植
物
遺

体
検
出

に
は
と
て
も
ベ
ス
ト
と
は
思
え
な
か

っ
た
遺
跡
で
あ

っ
た
の
で
、

こ
の

時
代

の
他

の
遺
跡

(例
え
ば
、
住
居
址
な
ど
を
伴
う
も
の
)
か
ら
サ
ン
プ
リ
ン

グ
す
る
と
よ
り
良
い
結
果
が
得
ら
れ

る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
代

に
は
汎
沖
縄
的
に
農
耕
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

で
は
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
農
耕

は
い

つ
頃
完
成

・
普
遍
化
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
沖
縄
本
島
に
お
い
て
、
「貝
の
道
」
が
衰
退
し
、
遺
跡
が
弥
生
相
当
期

の
砂
丘
地
か
ら
那
崎
原
遺
跡
の
よ
う
な
内
陸

・
丘
陵
上

へ
移
動
す
る
の
は
六
～

八
世
紀
頃
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
変
遷
は
生
業

の
変
化
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
沖
縄

の
人
々
が
が
農
耕
に
依
存
し
始
め
た
時
期
は
六
～

八
世
紀
頃
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
本
土

の
弥
生
農
耕
社
会
と
も

っ
と
も

コ
ン

タ
ク
ト
の
あ

っ
た
弥
生
中
期
よ
り
数
世
紀
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
か
。

沖
縄
に
お
け
る
農
耕
の
起
源
を
論
ず
る
際
、
時
間
的
な
解
釈
は
よ
く
述

べ
ら

れ
る
が
、
農
耕
を
受
け
入
れ
た
契
機
を
考
慮
す
る
こ
と
は
多
く
は
な
い
。
沖
縄

考
古
学
が
魅
力
的
で
あ
る
理
由
の
ひ
と

つ
は
、
こ
の
原
因
を
客
観
的

に
検
討
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
仮
に
、
六
世
紀
に
農
耕
時
代
が
完
成

・
普

遍
化
し
た
と
す
る
と
、
そ
れ
を
導
入
し
た
時
期
お
よ
び
受
け
入
れ
た
原
因
は
な

に
か
。
本
論
で
は
弥
生
相
当
期
中
期
を
食
糧
危
機
の
時
代
と
み
な
し
、
人
口
と

そ
の
自
然
環
境
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
よ

っ
て
、
こ
の
時
期
あ
る
い
は
こ
の
直
後
、

沖
縄
で
生
活
し
て
い
た
人
々
は
農
耕
を
受
け
入
れ
る
必
要
性
が
あ

っ
た
と
仮
定

し
た
。
今
回
、
統
計
学
的
な
デ
ー
タ
は
用
意

で
き
な
か

っ
た
が
、
こ
の
時
代
に

お
け
る
動
物
利
用
は
人
口
に
対
し
て
自
然
環
境
か
ら
得
ら
れ
る
総
量
が
少
な
か

っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
思
え
る
。
ho
O
q
ω霞
①。。。。
の
解
決
策

の

一
つ
と
し

て
沖
縄
側
も
積
極
的
に
本
土
の
弥
生
人
と
の
交
易
関
係
を
結
ん
だ
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
の
過
程
で
、
沖
縄
側
は
農
耕
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
た
が
、
環

境
的
な
要
因
に
よ
り

(北
海
道
を
除
く
)
他
地
域
の
よ
う
に
水
稲
稲
作

ヘ
ス
ム
ー

ス
に
移
行
で
き
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
二
～
三
世
紀
の
実
験
段
階
を
経
て
、

六
～
八
世
紀
頃
に
よ
う
や
く
沖
縄
の
環
境
に
適
し
た
農
耕
-
畑
中
心
1
が
完
成

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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注(
1
)

沖
縄
諸
島

の
先
史
時
代

の
区
分
法

に
は
大
き
く

二
通
り
あ

る
。
ま
ず
、

沖
縄

先
史
時
代
を
北
海
道
を
除
く

「
本
土
地
域
」
と
同
様

に
、

縄
文

～
弥

生
等

で
時
期

区
分
す

る
編

年

と
沖
縄

の
特

色
を

生

か
し
貝

塚
時

代

と
呼
称

す

る
編
年

で
あ

る

(當
眞

一
九
九
二
)
。
本
論

で
は
、
前
者
を
採
用
す

る
。

(
2
)

こ
れ
ら
の
仮
説

に
加
え
、
「
生
産
経
済
時
代
説

(
一
〇
～

一
二
世

紀
)
」

が
安

里
進

に
よ

っ
て
提

起
さ
れ

て
い
る
。
筆
者
も
グ

ス
ク
時
代

以
前

に

こ

の
よ

う
な

ス

テ
ー
ジ
が
必
要

で
あ
る
と
は
考
え
る
が
、
今
回
、

こ

の
説

は
紙

数

の
都

合
上

割
愛

さ
せ
て
頂
く
。

(
3
)

高
嶺
遺
跡

は
縄
文

中
期
に
属
す
る
が
、
伊
藤

(
一
九
九
三
)

も
述

べ
て

い
る

よ
う
に
縄
文
後
期

の
遺
跡

か
ら
も
オ
キ
ナ

ワ
ヤ

マ
タ

ニ
シ
は
多

量

に
出

土
し

て
い

る
。

(4
)

形
態
的

に

肉
§

謡
o
さ

貼

(
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
属
)

種
子
に
酷
似

し
て
い
る
が
、

ト
ウ
ダ

イ
グ

サ
属

は
沖
縄

へ
は
帰
化
植
物

で
あ
る
の

で
、

こ

こ
で
は

肉
§

蝕
o
丶
建
鋤

(O
)
と
し
た
。
ご
教
示
を

お
願

い
し
た
い
。

(
5
)

本
論
文

で
は
、
那
崎
原
遺
跡
出
土

の
植
物
遺
体
を
中
心

に
論
じ
た
が
、

こ

の

遺
跡
か
ら

は
、
農
耕
を
示
唆
す

る
遺
構
も
検
出

さ
れ
て
い
る
。

謝
辞那

覇
市
教
育
委
員
会

金
武

正
紀
氏
お

よ
び
島

弘

氏

の
ご
厚
意

に
よ
り
、

那

崎

原
遺

跡

の
土
壌
サ

ン
プ

ル
を
採
取

・
フ

ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
処
理
を
す
る

こ
と
が

で
き
た
。

両

氏
を
は
じ
め
、
同
教
育
委
員
会

の
諸
氏

に
深
く
感
謝
し

た

い
。

多

く

の
方

々
と

の
デ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
を
通
し

て
、
今
回

の
拙
稿
を
書
き
上
げ

る
こ
と

が

で
き

た
。

そ
の
中

で

も
本

稿
に
引

用
さ
せ

て
頂

い
た

コ
ン
メ
ン
ト
を
く
だ
さ

っ
た
、

呉
屋
義

勝
氏

(宜

野
湾

市
教
育
委
員
会
)
、
知
名

定
順
氏

(宜
野
座
村
教
育
委
員
会
)
、

大

城

剛

(
具
志

川

市
教
育
委
員
会
)
、
黒
住

耐
二
氏

(千
葉
県
立
中
央
博
物
館
)

に
は
こ
の
場

で
お
礼

を

申
し
上
げ
た

い
。
ま
た
、
沖
縄
先
史
学

に
私

の
目
を
向
け
さ
せ

て
下
さ

っ
た
、

元
d
O
冖

〉
、
現

Z
o
弓
島
芝
Φ
ω
けΦ
蕁

d
巳
く
霞
巴
一
k
の

U
弓
・目

目

国
餌
二
Φ
、
常

日
ご

ろ
学

問

・
科

学
を
含
め
多
岐

に
わ
た
り
お
世
話

に
な

っ
て
い
る
、
元
北
海

道
大

学
、

現
静

修
大

学

の

吉
崎

昌

一
教
授
お
よ
び
北

海
道
大
学
埋
蔵

文
化

調
査
室
、

椿

坂

恭
代

氏

に

は
心

か

ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
多

く
の
ご
意

見

・
ご
批

判
を
頂
け
れ
ば
幸

い
で
あ

る
。

な
お
、

こ
の
研
究

の
た

あ

に

ω
9
ω
p
吋
9
≦
p
Ω
鐔

α
⊆
鉾

Φ
ω
ε
α
Φ
暮

周
①
二
〇
≦
。。
圧
梦

≦
穹

器

『
-Ω
話

昌

剛
〇
二
づ
α
導
一〇
づ

ho
目

〉
畧
耳

o
b
o
一〇
σq
一〇
巴

切
Φ
。・
Φ
費

9

ω
旨
巴
一

Ω
螽

艮

(Ω
さ

9
0
一
)
、

お
よ
び
、
科
学
研
究
費

奨
励

研
究

(
A
)
萌
芽

「
課
題
番
号

0
6
8
5
1
0
4
8
」

の

一
部
を
使
用
し

た
。

参
考

文
献

安

里

嗣
淳

一
九
八

五

「
沖
縄
グ

ス
ク
時
代

の
文
化
と
動
物
」
『
季
刊
考
古
学
』

=

六
八

-

七
〇

伊
藤

慎

二

】
九
九

三

「
琉
球
縄
文
文
化

の
枠
組
」
『
南
島
考
古
』

=
二

一
九

⊥

二
四

伊
波

寿
賀
子

一
九
八
七

「
沖
縄
先
史

時
代

に
お
け
る
漁
撈
活
動

に

つ
い
て
の
予
察
」
『
比
較
考
古

学
試
論
』
増
田

精

一

(編

)
、
四
九

ー
七
七
、
東
京
、
雄
山
閣
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沖
縄
県
宜
野
座
村
教
育
委
員
会

一
九
九
三

『
前
原
第

二
遺
跡

l
E
地
点
発
掘
調
査
報
告
書
』
宜
野
座
村
、
宜
野
座

村
教
育
委
員
会

沖
縄
県
旦
ハ志
川
市
教
育
委
員
会

一
九
七
七

『
苦
増
原
遺
跡
』
具
志
川
市
、
具
志
川
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
玉
城
村
教
育
委
員
会

一
九
九

一

『
糸
数
城
跡

-
発
掘

調
査
報

告
書

1
』

玉
城
村
、
玉
城
村
教
育
委
員
会

沖
縄
県
読
谷
村
教
育
委
員
会

一
九
七
八

『
木
綿
原

沖
縄
県
読
谷
村

渡
口
木
綿

原
遺
跡
発
掘

調
査
報
告
書
』
読

谷
村
、
読

谷
村
教
育
委
員
会

一
九
九
〇

『
吹

出
原
遺
跡

』
読

谷
村

、
読
谷
村
教
育
委
員
会

小

田

富
士
男

一
九

八
四

「沖

縄

に
お
け
る
九
州
系
弥
生
前
期
土

器
-
真

栄
里
貝
塚
遺
物

の
検
討
」

『南
島

考
古
』
九

一
-
十
九

笠
原

安
夫

一
九
七
九

「
雑
草

の
歴
史
」
『
雑
草

の
科
学
』
沼
田
真

'(
編
)
、
六
九

ー

=
二
五
、

東

京
、
研
成
社

木
下

尚

子

一
九
九
二

「
貝

の
道

i
二

つ
の
交
易
路

の
も
た
ら
し
た
も

の
」
『
琉
球

王
国
』

沖

縄
県
立
博
物
館

(編
)
、

一
一
-

一
四
、
那
覇
市
、
沖
縄
県
立
博

物
館

友

の
会

一
九
八
六

「
南
島
」
『
季
刊
考
古
学
』

一
四

五
七

-
六
三

金
武

正
紀

死

八
三

「沖
縄
の
考
辜

」
『言
証巴

三

(四
)

二
〇
ニ
ー
三

〇

啣

金
武

正
紀

・
當
眞

嗣

一

一
九
八
六

「
沖
縄

に
お
け
る
地
域
性
」
『
岩
波
講
座

日
本
考
古

学
』

近

藤

義

郎

他

(編
)
、
三
二
六

⊥

二
六
四
、
東
京
、
岩
波
書
店

呉
屋

義
勝

一
九
九
五

「
考
古
学
か
ら
み
た
宜
野
湾
」
『
宜
野
湾
市
史
』

宜
野

湾
市

史

編
集

委

員
会

(編
)
、
三
三

-

一
一
四
、
宜
野
湾
市
、
宜
野
湾
市
教
育

委
員
会

佐
藤

洋

一
郎

一
九
九

二

『
稲

の
き
た
道
』
東
京
、
裳
華
房

高
宮

廣
衞

一
九
九
五

「
開
元
通
宝
か
ら
見

た
先
史
終
末
期

の
沖
縄
」

『
王

朝

の
考
古

学

大

川
清
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』

二
六
七

i
二
八
六
、

東
京
、
雄
山
閣

一
九
八
六

「沖
縄

と
弥
生
文
化
」
『
弥
生
文
化

の
研
究

九

弥
生

人

の
世

界
』

金
関
恕

・
佐
原
眞

(編
)
、

=
二
七

-

一
四
三
、
東
京
、
雄
山
閣
出
版

一
九
八
五

「沖
縄

の
い
わ
ゆ
る
後
期
遺
跡

に

つ
い

て
1
弥
生
文
化
と

の
関
連

に
お

い

て
ー
」
『
日
本
史

の
黎

明

八
幡

一
郎

先
生
頌
寿
記
念
考
古
学
論
集
』

三

=

⊥

二
三
一二
、
東
京
、

六
興
出
版

一
九
六

一
a

「
沖
縄
本
島

の
先
史
文
化

(概
観
)
」

『沖

縄
文
化
』

四

(
『
沖

縄

の
先

史
遺

跡
と
文
化
』
東
京
、
第

一
書
房

一
九
九
四
"七
七

ー
八

二

に
再
収

録
)

一
九
六

一
b

>

の
ξ

<
①
図
o
h
即
釜

ξ

⊆

一巴
碧

α
ω
℃
奉
ぼ
ω
8
蔓

●
『
沖

大

論
叢

』

一

(
二
)

(『
沖
縄

の
先

史
遺

跡
と
文
化
』

東
京

、

第

一
書

房

一
九
九
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四
"
一
-
八

に
再
収
録
)

高
宮

広
土

印

刷
中

a

「真

志
喜

森
川
原
遺
跡
出
土

の
炭
化
種
子

-
速
報
」

『
真
志

喜
森

川

原

遺

跡
発

掘
調
査
報
告
書
』
宜
野
湾
市
、
宜
野
湾
市
教
育
委
員
会

印
刷
中

b

「古

代
民
族
植

物
学
的

ア
プ

ロ
ー
チ

に
よ
る
那
崎

原
遺

跡

の
生
業

」

『
那
崎

原
遺
跡

発
掘

調
査
報

告
書

』
那
覇
市

、
那
覇
市
教
育
委
員
会

一
九
九

四

「下
上

原
貝
塚

フ
ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン
分
析
結
果
お
よ
び

フ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
に

つ
い

て
」
『
下
上

原
貝
塚
』
知
念

村
教
育

委
員
会

(編
)
、
三
六
-

四
六
、
知

念
村
、
知
念
村
教
育
委

員
会

一
九
九
三

「
先
史
時
代

の
沖
縄
本
島

に
お
け
る
ヒ
ト
の
適
応
過

程
」

『
古
文
化

談

叢
』

三
〇

(下
)

一
〇
八
九

ー

=

〇
七

高
宮

広
土

い
・〉
・℃
p
<
一一ω
戸
p
邑

切
・<
●=
p
5
0
0
。
評

一
九
九
三

「
沖
縄

の
先
史
土
器

に
関
す

る
中
性
子
放
射
化
分
析

(中
間
報
告
)
」

『
南
島
考
古
』

=
二

一
-

一
八

嵩

元

政
秀

一
九
七
二

「
沖
縄

に
お
け

る
原
始
社
会

の
終
末
期
」
『
南
島
史

論

富
村

真
演
教

授
還
暦
記
念
論
文
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